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ス フ エ ラ ー ゼ に よ る チ ロ シ ン残基の硫酸化. 第 7 回
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ウ ム に よ る 還元(第3報). 日 本薬学会北陸支部第62回
例会， 1984， 6， 富 山.

9) 高畑康紀， 中 島智子， 馬場康則， 山崎高臆 :
Thioamide 基の化学. Monothiouracil 体の合成.

日 本薬学会北陸支部第62回例会， 1984， 6 ， 富 山.
10) 平井美朗， 江川裕之， 近藤貴子， 山崎高謄 :

ス ピ ロ ベ ン ジ ル イ ソ キ ノ リ ン ア ル カ ロ イ ド の合成研
究III. 日 本薬学会北陸支部第62回例会， 1984， 6 ， 
富 山.

11)  平井美朗， 萩原篤， 中 田貴子， 山崎高臆 :
Emetine の合成研究II . 日 本薬学会北陸支部第62回
例会， 1984， 6 ， 富 山.

12) 高橋た み子， 虞上俊一， 永田正典， 山崎高臆 :
3・Acetoxy・5・oxo・2， 6・diazabicyclo [2， 2 ， 2J  

hexane の 生成 と 反 応. 第25回 光 化 学 学 討論会，
1984， 10， 岡 山.

13) 慶上俊一， 高橋た み子， 永田正典， 山崎高臆 :
エ ナ ミ ン型 Dewar 4・pyrimidinone の プ ロ ト ン性溶
媒中での反応. 第25回光化学討論会， 1984， 10， 岡

- 94 -



⑨ 総 説
1) 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ フ ト キ ノ ン系抗生物質

の合成研究. ブ ア ル マ シ ア 20 : 754-756， 1984. 
⑩ 学会報告
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